
　
　
　
第
十
谷
　
　
紹
　
　
介

音
設
を
附
し
且
つ
文
書
等
の
阻
み
本
を
添
へ
た
り
。
是
等
奥
料
及

び
史
蹟
の
範
國
は
殆
さ
愛
知
縣
下
に
隈
ら
れ
た
る
も
、
こ
れ
を
全

國
的
に
覗
て
亦
國
史
教
授
上
重
要
の
儂
植
を
有
す
る
も
の
、
菩
入

は
同
會
の
將
來
盆
績
超
し
て
斯
界
に
答
與
せ
ら
れ
ん
こ
ミ
を
望
ん

で
已
ま
ざ
る
な
り
。
（
名
古
屋
温
故
會
獲
行
、
贋
不
明
）
〔
以
上
松
野
〕

⑯
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塑
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三
碧
Q
Q
ぼ
ご
著

　
本
書
は
∩
9
門
謬
玄
、
大
畢
の
研
究
報
告
書
ミ
し
て
支
那
に
於
け
る

中
央
政
府
地
方
政
府
の
國
家
財
政
の
情
況
及
び
其
の
相
互
開
係
を

研
究
し
た
る
も
の
に
し
て
分
っ
て
七
章
ミ
す
、
第
一
章
に
は
支
那

に
於
け
る
各
種
財
政
開
係
の
官
署
機
閣
の
組
織
を
叙
し
第
二
章
に

は
過
去
及
び
現
在
に
於
け
る
支
那
の
政
治
界
の
財
政
的
驕
係
を
記

し
第
三
章
に
て
國
民
経
濟
ミ
地
方
経
濟
ミ
の
分
離
を
論
じ
、
第
四

章
に
て
英
猫
日
米
諸
國
の
翠
黛
経
濟
地
方
経
濟
の
系
統
を
比
較
研

究
の
立
脚
地
よ
り
詳
説
し
、
第
五
章
六
章
に
て
薯
者
の
見
解
を
述

べ
て
支
那
中
央
財
政
噌
こ
地
方
財
政
の
機
驕
の
政
治
経
濟
的
整
理
に

寄
り
如
何
な
る
根
本
的
方
則
を
立
つ
べ
き
で
あ
る
か
を
示
し
最
後

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
流
ニ
　
（
四
六
〇
）

に
中
央
政
府
外
國
租
借
地
及
び
書
入
居
留
地
黒
血
間
の
経
濟
的
羅

係
に
就
き
て
論
零
せ
り
。

醗
東
洋
歴
史
墾
考
下
臥

　
歴
史
教
擾
に
謬
り
記
臆
を
深
刻
な
ら
し
め
興
味
を
多
か
ら
し
む

る
方
策
は
一
に
し
て
足
ら
す
ε
難
も
三
綱
を
使
用
し
歴
史
翻
を
掲

げ
て
其
の
魁
物
遽
蹟
に
親
奥
せ
し
む
る
に
若
く
も
の
は
な
し
、
從

來
東
洋
史
の
教
授
に
當
り
此
の
種
の
鋏
陪
あ
り
し
は
何
入
も
認
む

る
所
な
り
し
も
、
日
本
史
西
洋
史
ぐ
）
異
な
り
確
實
な
る
史
蹟
慧
物

の
窟
翼
を
獲
る
に
不
便
な
り
し
爲
、
朱
だ
東
洋
古
今
を
網
羅
せ
る

統
一
あ
る
此
の
種
圖
譜
の
刊
行
を
見
た
る
こ
ミ
な
か
り
き
，
本
圖

譜
は
此
の
映
陥
を
充
た
す
べ
き
一
の
試
に
し
て
日
本
室
前
の
業
ざ

謂
ふ
を
妨
げ
す
、
一
越
二
十
二
葉
十
五
韓
を
以
て
一
先
づ
完
了
す

る
豫
定
を
以
て
曇
霞
せ
ら
れ
既
に
第
四
輯
迄
の
刊
行
を
見
る
。
資

料
は
能
ふ
限
り
正
確
な
る
も
の
を
選
び
そ
の
爲
眞
ま
た
出
來
得
る

限
り
信
頼
す
べ
く
且
つ
鮮
明
な
る
も
の
を
操
り
、
愛
蹟
の
眞
疑
確

か
な
ら
ざ
る
も
事
著
名
に
し
て
談
資
話
柄
ぐ
」
な
す
に
足
る
も
の
は

之
を
採
り
、
資
を
西
入
の
紀
行
に
仰
ぎ
て
粛
棋
韓
輻
、
天
山
葱
嶺
、



老
酒
龍
華
赤
谷
卑
下
の
暴
観
を
紙
上
に
彷
彿
せ
し
め
樺
皮
の
佛

経
、
木
簡
の
文
記
、
粟
重
氏
厭
の
書
契
，
竈
藪
子
閲
の
古
語
、
高

這
敦
燈
の
轟
轟
等
目
今
墓
門
家
の
カ
を
傾
注
せ
る
方
面
の
史
料
を

も
加
へ
ん
ミ
す
る
計
書
な
り
，
既
患
の
四
悪
の
成
績
を
見
る
に
取

捨
探
探
其
の
宜
し
き
に
随
ひ
、
確
に
所
期
の
目
的
に
背
か
ざ
る
が

如
し
、
侮
一
輯
に
圖
版
各
個
に
就
き
て
の
詳
細
な
る
解
設
あ
り
、

敏
授
資
料
ミ
し
て
稗
盆
す
る
所
決
し
て
多
少
に
非
ざ
ら
む
、
（
東
京

東
洋
歴
史
参
考
圖
譜
刊
行
會
獲
行
、
一
輯
償
四
園
）

麟
三
二
遷
化
一

顧
　
康
伯
編

　
本
書
は
上
下
二
篇
よ
り
成
り
簡
箪
な
が
ら
も
支
那
の
文
化
を
統

圃
的
に
記
述
せ
む
ミ
試
み
た
る
も
の
な
り
、
著
者
の
言
に
B
く
凡

そ
歴
史
の
功
用
は
其
の
文
化
を
考
究
す
る
に
在
り
、
二
＋
四
史
は

歴
朝
の
一
重
興
亡
の
漣
を
記
す
る
に
過
ぎ
す
し
て
丈
化
進
退
の
蓬

に
至
り
て
は
概
ね
輕
ん
ぜ
ら
る
。
智
力
實
業
美
徳
宗
教
政
治
の
郷

長
は
所
謂
文
化
史
の
中
核
た
り
ミ
、
支
那
の
政
治
地
理
風
俗
宗
教

軍
事
軽
愚
墨
術
患
想
其
他
｝
切
人
生
に
開
係
あ
る
事
項
を
打
っ
て

」
丸
ミ
せ
る
支
那
文
化
史
を
形
成
せ
む
ミ
す
る
薯
者
の
抱
負
の
概

　
　
　
第
十
谷
　
　
翻
　
　
介

槻
を
叙
し
た
る
も
の
即
ち
本
書
に
し
て
、
特
に
注
目
に
値
す
る
記

載
も
無
く
、
叉
甚
だ
奇
策
な
る
も
の
な
り
ミ
錐
も
支
那
に
於
け
る

凶
猛
の
歴
史
書
編
纂
の
先
富
者
ミ
し
て
意
義
あ
り
ミ
す
。
（
上
巻
二

百
二
頁
下
巻
四
百
五
頁
、
上
海
泰
束
罫
書
局
紙
行
、
贋
大
洋
八
角
）

麟
中
國
交
皆
野

王

停
編

　
支
那
の
交
通
史
に
佳
良
な
る
書
籍
の
稀
な
る
折
柄
此
の
種
の
試

あ
る
は
多
ミ
す
べ
し
，
轟
轟
ミ
の
交
通
墨
壷
に
つ
き
て
は
專
門
墨

者
の
間
に
既
に
椹
威
あ
β
研
究
の
畿
表
せ
ら
る
Σ
あ
り
て
、
到
底

本
書
の
遽
從
し
得
ざ
る
所
な
る
も
、
内
地
交
通
に
至
り
て
は
未
だ

纏
め
ら
れ
た
る
も
の
な
け
れ
ば
、
蓋
し
本
書
の
如
き
は
此
の
方
颪

の
研
究
の
興
味
を
助
長
す
る
鮎
に
於
て
貢
期
す
る
所
多
か
る
べ

し
。
方
向
、
道
里
謡
草
の
嚢
明
、
通
信
、
殖
路
橋
梁
城
郭
の
築
造
よ

り
起
筆
し
黄
河
の
滑
革
、
河
流
交
通
の
沿
革
、
秦
の
馳
道
、
五
嶺

通
道
、
桟
道
、
秦
漢
以
來
の
關
隙
、
張
籍
甘
英
の
通
路
、
漢
晋
以
來

印
度
ε
の
交
通
、
階
の
蓮
河
↓
本
元
の
頓
速
よ
り
耶
蘇
宣
敏
師
σ

蓮
池
關
係
を
叙
し
親
今
の
糸
葱
船
舶
漏
路
の
沿
革
、
新
交
通
技
術

の
獲
明
を
詳
蓮
せ
り
，
（
百
五
十
こ
頁
、
商
務
講
書
館
嚢
行
、
贋
大

　
　
　
　
　
　
’
　
　
第
三
號
　
　
一
二
三
　
（
四
六
一
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

洋
四
角
五
分
）
〔
以
上
那
波
〕

三
戸
搾
Q
o
冨
F
霞
除
。
薫
○
惰
り
。
薮
g
一
円
δ
【
屯
洋

　
題
罠
は
政
治
思
想
で
あ
っ
て
政
治
上
の
繊
度
で
は
な
い
、
著
者

は
此
豪
者
の
別
を
特
に
断
っ
て
る
が
、
過
去
を
知
ら
ん
マ
」
す
る
に

は
唯
「
何
を
な
し
た
か
」
の
外
に
「
如
何
に
考
へ
た
か
」
、
「
如
何
に
望

ん
だ
か
」
ミ
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
制
度
は
其
極
め
て
一
部
分
の
み
が

指
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
本
書
は
或
は
實
現
さ
れ
或
は
夢
想
に

終
っ
た
政
治
上
の
信
念
及
希
望
の
記
録
で
あ
っ
て
政
治
思
想
の
超

療
か
ら
現
代
思
想
の
傾
向
ま
で
を
論
述
し
て
る
。
但
こ
Σ
に
思
想

ミ
い
ふ
も
實
は
時
代
な
り
三
三
な
り
の
事
惰
智
的
登
展
の
段
階
に

影
響
さ
れ
た
る
思
想
で
あ
っ
て
純
梓
思
索
で
は
な
い
。
著
者
は
古

代
に
於
け
る
一
般
的
な
且
種
蒔
な
特
色
は
宗
数
、
慣
習
、
法
律
を
分

化
し
得
な
か
っ
た
織
で
あ
る
、
こ
し
政
治
上
の
進
歩
は
異
な
る
事
項

の
聞
に
腿
珊
を
設
け
各
自
に
其
の
特
有
な
地
位
職
能
を
與
ふ
る
に

あ
る
ミ
帯
き
こ
れ
を
中
世
及
近
世
に
於
け
る
鍬
個
の
例
に
依
っ
て

立
謹
し
更
に
現
代
の
政
治
問
題
は
立
法
の
職
能
は
何
か
、
如
何
な

る
桑
園
ま
で
入
子
の
生
活
方
法
、
個
入
的
習
償
に
關
補
し
得
る
か

　
　
　
　
　
　
を
　
　
策
滋
瀞
…
　
　
一
二
賦
　
（
四
六
ご
）

を
決
定
す
る
こ
ミ
に
三
っ
て
解
決
ぜ
ら
れ
る
ミ
し
、
最
後
の
歎
章

は
就
會
主
義
帥
政
治
思
想
断
自
然
槻
、
國
家
穫
力
の
制
限
に
閥
す

る
思
想
を
分
析
し
且
、
其
磁
っ
て
來
る
所
以
を
詳
論
し
て
み
る
。

　
著
者
は
飽
く
ま
で
判
官
の
蛾
位
を
避
け
、
批
評
は
他
に
譲
っ
て

噺
こ
こ
ま
で
も
変
家
た
る
の
態
度
を
央
は
す
、
臭
墨
の
學
説
を
客
槻

的
に
取
り
扱
っ
て
居
っ
て
吾
入
の
観
る
ミ
こ
ろ
で
は
こ
の
種
の
著

作
中
一
頭
地
を
按
く
も
の
く
」
言
っ
て
い
Σ
、
ま
た
各
章
侮
に
畢
け

て
る
る
朝
憲
書
目
も
至
極
適
切
ε
思
は
れ
み
る
。

愚
ピ
く
・
Ω
竃
亀
興
・
》

　
U
a
、
。
・
o
州
Ω
嵩
く
巴
受

因
駄
三
醤
げ

　
0

6
ぶ
・

い
｛
諭
圃
嵩
臨
δ

　
章
を
分
つ
こ
ミ
十
八
、
騎
士
道
の
起
原
か
ら
其
の
嚢
微
ま
で
を

論
述
し
て
る
。
中
世
に
於
け
る
貴
族
生
活
の
研
究
は
著
者
の
猫
壇

場
で
あ
っ
て
到
底
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
唯
、
惜
む
ら
く
は
臓

除
に
於
け
る
騎
士
の
生
活
を
叙
述
す
る
こ
S
詳
に
し
て
下
和
の
生

活
、
郎
ち
城
内
の
臼
常
生
活
殊
に
騎
士
階
級
の
宗
数
的
．
智
的
観
念

に
弥
醐
及
す
る
こ
一
こ
拝
聞
に
渦
…
ギ
｝
る
械
四
み
。
か
な
い
ε
は
い
へ
ぬ
、
一
久
構
…

侶
階
級
、
下
級
勅
會
の
生
活
に
至
っ
て
は
勿
論
本
書
の
目
的
で
は


